









































































































神武妃姫蹈韛五十鈴姫命が生まれるという婚姻譚である。事代主神の子孫は、神武以下、綏靖・安寧の后となり、三代の天皇の母とされており、天皇家の系譜に深く関わっている。⑶⑷では、皇軍を守護するため、託宣に現われる神の一柱とさ 。神功皇后 新羅遠征に赴く際、天照大神をはじめとする複数の神から託宣をうけるが、その一柱が「於天事代於虚事代玉籤入彦厳之事代 」 名乗るコトシロヌシノ神であった。さら 天武紀元年七月壬申の乱時の記事では、身狭社の生霊神とともに高市県主許梅に憑いて託宣を下 たとされる。このよう 、 『日本書紀』でコトシロヌシノ神は、大己貴神の子というだけでなく、天皇の経脈に入り込み、またその子孫の守護に関わる神として記されている。
記紀におけるコトシロヌシノ神の在り方については、記紀成立時



















































































































































神が、ことばをもって大国主神の 心」を表明す こ は 託宣において神を身に依せる者や、そうした者のことばを聞き解釈する者の姿を髣髴とさせる。
ただし、より厳密に見れ 、託宣で神 ことばを仲介する者は神
の意志をそのものとして知り得 ない。神の意志は、当然ながらその神自身に帰属する。そのような託宣の性質と 代記の国譲り神話でコトシロヌシノ が、神 「心」を れ自体として「言」に表明することとは、同一と解されるのであろうか。また、託宣の場合には、神と、神 問う者との関係が見られるが、国譲り神話に神に問う者 存在しない。
岡久生氏は、コトシロヌシノ神は 「神と一般の人間との仲を取








シロヌシノ神が託宣の神 はない可能性を示唆しており、首肯される。ただし宮廷を守護するコト ロヌシノ神が大国主神に対して答えた内容が「事代主自身の考え」と理解されるかどうかにつ ては、『古事記』の文脈において見たとき、疑問が持たれる。コトシロヌシノ神は、あくまでも大国主神の「心」を答えていると解されるからである。
国譲り神話におけるコトシロヌシノ神の役割は、 大国主神の 「心」




























































































































































































































































































コトシロヌシノ神が国つ神を率いる神である が考えられる。では、 担った の 心」を答えるという行為 どのような性質によるのだろうか。
未だ表明されずに在る神の「心」は、それがどのように在るのか、
疑問を持たれる。たとえば須佐之男命が、父 の命令に従い根堅州国へ行くこと決め それを告げるために高天原の天照大 もとを訪れたとき、天照大神は、よからぬ「心」を持っ いると疑う。邪心は無いと訴える弟神に、 「然者、汝心之清明、何以知」
（神代記）












































































































































































































































































からは独立して コトシロヌシノ神 表わすことに、より傾いていると見られる。そして、コトシロヌシノ神の意志は 大己貴神のそれと同等に尊重されていると解される。このようなコトシロヌシノ神の在り方は、この神が、後に三代の天皇妃 祖とされ、歴代巻で託宣を下すこ 無関係ではないだろう。 家の系譜に関わり、軍事的な側面での宮廷守護を担 コトシロヌ ノ神の「言」は、コトシロヌシノ神自身の意志 して価値をもつと考えられる『日本書紀』でコトシロヌシノ神の存在は、宮廷守護の神であることを前提とする。神功皇后摂政前紀
（仲哀九年）
三月の託宣に現
れたコトシロヌシノ神の名「於天事代於虚事代玉籤入彦厳之事代神」も、皇軍を加護 存在として 名であろう。玉籤入彦は その霊威が「籤」に入ることと解される。 「籤」は、占いで験 得ため 道具で、 『説文解字』に「籤
　
験也、一曰鋭也、貫也、从竹










































































































和四九〔初出は昭和四六〕 、尾崎暢殃『古事記全講』昭和四一、西郷信綱『古事記注釈』昭和五一、倉野憲司『古事記全註釈』昭和五二、日本古典文学大系『古事記』 三三、日本思想大系『古事記 七益田勝実「廃王伝説―日本的権力の一源流―」 『火山列島の思想』 （初出は昭和四一）は、神言の代行者、神を祭る職能神とする。
⑻
　「事代主神の諸問題」 『古事記の神々』上、古事記研究体系５―Ⅰ、髙科書店、平成十年
⑼
　
三省堂、昭和四二年
⑽
　「コト」の意味の展開については、内田賢德氏「萬葉の言」 （ 『萬葉』一二三、昭和六一年二月）を参照。
⑾
　「辞」は、 『礼記』曲礼上の「曲礼曰、母
レ不
レ敬。儼若
レ思、安
二定辞
一」
の鄭玄注に「辞、言語也」と見えるように、ことばの意と解される。
⑿
　
各説については、岡氏前掲論文注⑻、伊藤剣氏「神武紀の事代主神」
（ 『早稲田大学大学院文学研究科紀要』五二―三、平成一九年）に詳しい。⒀　「ことばと名まえ」 『遊文録』説話民俗篇、第十章、和泉書院、平成一六年
⒁
　「開木代」 『遊文録』国語史篇二、第五章、和泉書院、平成一一年
⒂
　
日本古典文学全集『万葉集』 （小学館） 、伊藤博『萬葉集釈注』
⒃
　
太田善麿「 『言挙』考―文学史上の一問題として―」 古代日本文学思
潮論』Ⅳ、 〔初出は『国語と国文学』三一―一二、昭和二九年一二月〕
⒄
　
内田氏前掲論文注⑼
⒅
　
西田氏・吉井氏前掲 ⑵
⒆
　「虚」は、 「時有
二鳴鵠
一、度
二大虚
一。 （誉津別）皇子仰観
レ鵠曰…」 （垂
仁紀二十三年十月）とある「大虚」が地上から見渡すことのできる空を表わすように、虚空のこ であると考えられる。
